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「「「「 東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元 」」」」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告  

                     秦  康 夫            

「 概 況 」「 概 況 」「 概 況 」「 概 況 」      

 六 甲 山 系 東 お 多 福 山 の 南 斜 面 一 帯 は 、 か つ て は ス ス キ

が 優 先 し 、 キ キ ョ ウ 、 リ ン ド ウ 、 オ ミ ナ エ シ 、 ツ リ ガ ネ

ニ ン ジ ン な ど 、 様 々 な 草 原 性 植 物 が 繁 茂 す る 生 物 多 様 性

豊 か な 草 原 だ っ た 。 こ れ は 人 々 が 、 肥 料 、 飼 料 あ る い は

屋 根 葺 き 材 と し て ス ス キ を 使 用 す る た め 、 年 １ 回 の 刈 り

取 り 管 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 こ の 環 境 が 保 た れ て き た

の で あ る 。  

 と こ ろ が 、 生 活 様 式 の 変 化 に よ っ て こ う し た 草 原 管 理

が 停 止 し た こ と に よ り 、 繁 殖 力 の 極 め て 強 い ネ ザ サ の 勢

力 が 急 速 に 増 大 し 、 背 丈 を 超 え る ネ ザ サ が 繁 茂 し て 地 表

を 覆 う よ う に な っ た 。 こ の た め 地 表 に 降 り 注 ぐ 太 陽 光 が

さ え ぎ ら れ て し ま い 、 ス ス キ そ の 他 の 草 原 性 植 物 の 生 育

が 困 難 な ネ ザ サ 草 原 に 遷 移 し て い く と い う 現 象 が 進 み 、

更 に ま た 、 ゴ ル フ 場 開 発 、 ヒ ノ キ の 植 林 や 樹 木 の 侵 入 、

山 火 事 の 減 少 な ど の 要 素 も 重 な っ て 、 1 9 4 8 年 に は 5 9 h a

あ っ た 東 お 多 福 山 の 草 原 面 積 は 、 1 9 9 5 年 に は 7 h a ま で

減 少 し 、 そ れ も 草 原 性 植 物 の ほ と ん ど 見 ら れ な い 種 多 様

性 の 低 い ネ ザ サ 草 原 と 化 し て し ま っ た 。  

 こ の よ う な 危 機 的 状 況 の 進 行 を 食 い 止 め 、 な ん と か 以

前 の よ う な 生 物 多 様 性 豊 か な 草 原 を 取 り 戻 せ な い か 、 と

い う こ と で 始 め ら れ た の が「 東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元 」

活 動 で あ る 。「 兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 」 指 導 の も と 、

「 ブ ナ を 植 え る 会 」「 日 本 山 岳 会 関 西 支 部 」 他 、 計 ５ 団 体

の 協 働 に よ り 2 0 0 7 年 1 1 月 か ら 活 動 を 始 め た が 、そ の 後

参 加 す る 団 体 も 増 え 2 0 1 1 年 に 「 東 お 多 福 山 草 原 保 全 ・

再 生 研 究 会 」 と い う 活 動 組 織 が 正 式 に 発 足 し た 。 活 動 開
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始 か ら 既 に ７ 年 半 を 経 過 、 毎 回 の 作 業 参 加 人 数 も 当 初 の

2 0 名 内 外 か ら 、今 で は 5 0 名 ～ 6 0 名 程 度 に 増 加 し て い る 。 

 作 業 は 、 1 0 0 ㎡ （ 1 0 m× 1 0 m） の 調 査 区 （ コ ド ラ ー ト ）

を ６ ヶ 所 設 置 し 、 更 に そ の 中 に そ れ ぞ れ 5 ㎡ （ 2 . 5ｍ × 2

ｍ ）の サ ブ コ ド ラ ー ﾄを 設 け て 、各 コ ド ラ ー ト 内 の 草 原 性

植 物 の 種 数 と 被 度 を 確 認 す る 植 生 調 査 か ら 始 ま っ た 。 次

に コ ド ラ ー ト 内 の ネ ザ サ と 小 潅 木 類 の 刈 り 取 り 作 業 、 更

に コ ド ラ ー ト 周 辺 に 範 囲 を 広 げ て ネ ザ サ の 刈 り 取 り を 進

め 、 毎 年 ５ 回 （ 早 春 、 春 、 夏 、 秋 、 晩 秋 ） の 作 業 に よ り 、

作 業 済 み 区 画 は 見 違 え る 程 明 る く な っ た 。 特 に 、 ネ ザ サ

の 選 択 的 刈 り 取 り を 進 め た 区 域 で は ス ス キ の 被 度 （ 占 有

率 ） が 約 5 0％ に な り 、 一 部 で は あ る が ス ス キ 草 原 復 活 の

兆 し も 見 え て き た 。 ス ス キ が 優 先 す る 群 落 で は 、 今 ま で

姿 を 見 せ な か っ た サ サ ユ リ 、 キ キ ョ ウ 、 リ ン ド ウ な ど が

陽 光 を 浴 び て 蘇 り 、 ま た 、 オ ミ ナ エ シ 、 オ ケ ラ な ど 、 草

原 で し か 見 ら れ な い 植 物 も 増 え て き て 、 通 り か か る ハ イ

カ ー の 目 を 引 く ま で に な っ て き て い る 。  

  

2 0 1 5 年年年年 ５５５５ 月月月月 2 0 日 （日 （日 （日 （ 水 ）水 ）水 ）水 ） 9 : 0 0 ～～～～ 1 5 : 0 0  

作 業 項 目 ： １ ） ネ ザ サ の 刈 り 取 り と 植 生 調 査  

     ２ ） 登 山 道 の 水 切 り 溝 整 備      

    参 加 者 約 5 0 名 が 、 刈 り 取 り 班 ２ 組 と 植 生 調 査 班 の ３

グ ル ー プ に 分 か れ 、 刈 り 払 い 機 ４ 台 を 駆 使 し て № 2、 № 3

調 査 区 周 辺 の ネ ザ サ 刈 り を 行 っ た 。 同 時 に 登 山 道 の 保 全

作 業 も 進 め 、 東 お 多 福 山 山 頂 部 か ら 雨 ヶ 峠 ま で の ル ー ト

の 水 切 り 溝 を 整 備 し た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽 、 秦 康 夫 、 森 脇 肇 子 、 田 島 聖 子    計 ４ 名  
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